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多良間方言1の代名詞
はじめに 一 代名詞の位置付け -
下地 寛代子
現代の 日本語文法研究 の現場に お い て ､ ｢代名 詞+とい う術語が 指 し示すも の に｢こ の ､ こ
ん な､ こ う+など､ 連体詞及び副詞 と して 品詞分類され る語を含めるも の は い な いだろう｡
｢代名詞+(*｢代名詞+は現在指示詞 ､ 指示語などと称され るものを指 し､ 代名詞は名詞 の 下位分類と して
のも の を指すこと とするo 以下説明略) は､ こ れを独立 の品詞 と認め る か否 か に始 まり ､ そ の 本
質､ 下位分類な どに つ い て もい まだ論 の 一 致 をみ ない ｡ い わ ゆる｢コ ソア ド+の 概念 を提唱
した佐久間鼎は ､ そ の著『現代 日本語 の 表現 と話法』(1952)に お いて ､ ｢代名詞+の職能をく
指示〉に認め ､ そ の 指す対象の 違い に関わらない 共通 の要素に着 目 し､ そ の 体系をまとめた｡
こ の｢代名詞+の もつ く指示〉の機能 に つ い て ､柏谷(19 84)にく表 現主体を起点と した表現対象
との 関係 の概念〉を表わすとい う優れ た指摘が見 られ る｡ す なわ ち代名詞 は ､ 品詞分類上 の
観点か らは名詞 の 下位に属 しつ つ ､そ のく指示〉の機能 に よ っ て 品詞 の 枠を超 えて 旧来 の｢代
名詞+､ 現代 の｢指示語+に含めて捉 えられ る特殊な名詞な の で ある ｡ 本稿2で は ､ 代名詞 の
下位分類と して人称代名詞 ､ 指示 代名詞 の 2種 を認め ､ い わゆる不定代名詞 ､ 再帰(反射)
代名詞は これ らと等価 とせず ､ それ ぞれ の代名詞の 称格と して扱 っ て い る ｡ こ れは ､ ヒ ト
と モ ノ ゴ トのく指示〉を区別す る とい う観点か ら､ また多良間方言 の 不定代名詞が ､ 共通語
で｢ド系+と称 される ような共通 の形態的要素を有 して い な い こ と
●
に よる ｡■以下 ､ 多良間方
言 の 人称代名詞 ､ 指示代名詞 の意味･ 用法 を記述 し､ 代名詞全体 の体系化を試 み る去
1. 人称代名詞
1.1. 表現形式
多良間方言 の人称代名詞(語幹)に は次 の ような形 が現れ る ｡
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人称 数 単数 複数
1人称 a /a臥 ba /baり aOta､ be:ta､ (baDta)
2人称 V V a v v ata
3人称 kal kalta､
疑問=不定称 ta u
反射指示 n a r a/(du:) n a r ata /(du:ta)
2人称複数に は[n aDta] も観察され たが ､ 使用頻度は極端に低く ､ 2人称に n争系の語 を
用 い る北琉球方言か らの 借用 であろう｡ また平山(1983) な どで ､ 2 人称の 単数 の敬称と し
て[ubd3u]､ 複数 の敬称と して[ugd5uta]が報告され て い るが ､ これらもやは り借用 である
と考え られ る3｡ よ っ て これ らの 語は ､ 今回の考察の 対象 からは省くもの とす る｡
1.1.1. 1人称
多良間方言の 1人称に属す る語は ､ 古典語 の ア ､ ア レ も しく は ワ ､ ワ レ(以下単にア系, ワ
系) に相当する. そ の語形は[aD]､ [baり] を語幹と して作 られ るが ､ 連用 ga 格(主格) 及び連
体 ga 格(属格)とba 格(第二対格 =強調対格)は非自立形式の[a -]､ [ba -]か ら作 られ る. 但
し､ 単数 ･複数共に ba 系の ba 格形式は現れない o また複数形は.､ a 系では[aD]に複数を表
わす接尾辞 トta]が つ い た形で表わされ ､そ の 語形は いずれも格 の マ - クやとりたて助辞に
よ っ て 勝者的に作られる. ba 系の 1人称複数形では a 系と同様[bag]8こ接尾辞 トt畠]が つ い
た[baDta]と ､ ba 系だと思 われる[be:ta]の 2種が観察され るが ､ 前者はほ とん ど用 い られ
ず衰退 して い ると思われ る｡ どちらの 系統の 語も ､ 係助辞 卜ja]に よるとりたて形で は[j]
が脱落 し ､ 語幹末尾音 は長母音化 して現れる｡
単数 a 系 [agai m m en u:ba Judd8iba n a:ti: 聖迫 王:tallo: .] く連用 ga格〉
(ああもう何をするか らくそういうこ とにな っ た〉ねと私が言 っ た よ)
[塩生 kuija k王ki: w a:r ai ｢1m.] (私の声は聞こえて い ますか ?) く連体 ga 格〉
[旦垣 ka et te jo nd5u:ku:be:tu u m e:tal.] くba格(第ニ 対格)〉
(私はかえ っ て 49 の者く*歳会の お こ なわれる年齢〉と思 っ て い た)
[ha r ukogadu 由 ti: Ji: ukl rn a.] くju 格(第 - 対格)〉
(はる こがぞ私をくやらせ よう〉と しておくねく* したね〉?)
[些+旦 midz王 a mit ti: ku:n a.] (私は永 を浴 びてくまた〉来るね) くja と りたて〉
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ba系 [垣名旦 mi:1 ke: m ati:ri.] (私が見るまで待 っ て い ろ) く連用 ga 格〉
[皿 e 垣星旦ja
■
:oke: ja:.] (もう私 の家 - よく私はもう帰るよ〉) く連体 ga 格〉
[垣 出 旦 m ati:r add3i: pe:pe: ku: .] (私は待 っ て るか ら早く来い) くja とりたて〉
複数 a 系 [ 幽 ha r uko m ai u r e u nJi gagari:1｢Ja.] く連体 ga 格〉
(うちの は る こもそれはそう痩せて い るで し ょ)
ヤ ー
良n担垣 kin aja:tu l'z a z王: .] ( うちをくは〉キナ家と言うだろう) くba 格〉
[ 姐 w e:ki dats utu n u‡: do:. ] くja とりたて〉
(うちはウ ニ - キ ダ ツ(平屋号)と いうよ)
ba 系 [ 地 du uoJi Jabe ru kl
'
ki: bu rit ti: ulu:du Jits u m o mba Ji: k‡k‡. ]
(私た ちがぞこ う しや べ るくの を〉聴 い て い て ､ そ れをぞく後か ら〉質問をば して聞くく*尋 ね
て い る〉) く連用 ga 格〉
[ 地 futa:l∫l:ja kati: uk王padz王 n a: .] く連体 ga 格〉
(私達の 2人 で はく* 2人で歌会に出て い たら〉勝 っ たおくはずねく*優勝 した だろうね〉)
[d3u:, 虹 o:s a:r a: Ju.] (さあ､ 私たちはお 手玉を しよう) くja とりた て〉
また ､ [aD]の 8 格形式は 主に連体 ga 格と同様の 文法的意味を実現す る ようで ある ｡ 次
に示 す用例 の うち後者は対格 的にも感 じられ るが ､ 今 の とこ ろ明らか で は ない ｡
[至皿 tJa: kul a r aJIJli: ◎ja:. ](私の お茶 ニれ じやない の に)
[空足 Jiw a si: n u:m ai n e:n
-
uba: s s a:ロ .] ( 私の(を?)心配 して 何も無い の をば知らない)
1.1. 2. 2人称
こ の
‾
方言 の 2 人称代名詞[v v a]は 古代語 の ウラ4に相当 し ､ 複数形は 1人称 同様 ､ 接尾
卜ta]が つ い て[v v ata] となる ｡ そ の語形もやは り格助辞やとりたて 助辞が 後接 して作られ ､
係助辞 トja]によ るとり たて形 で は ､ [j]が脱落 して語幹末尾音が長母音化す る ｡
単数 [ヱ望g 旦kalり de n w a urJi:.]( あなたが あれ に電話をした ?) く連用 ga 格〉
[ifuts u n a s ut ta ヱヱ鮎担 m u n O: .] 機 つ く実を〉なしたあなたの もの は) く連体 ga 格〉
[a n n aga m a: n n a e:gu: d3o:dz uti, ‡d3i:talti:. 一 望 生二辿.] くju 格〉
(姉さん は歌が上 手と言 っ た と - あなたを?)
複数 [n u:ti:, ha r ukoga biki du m, 迦 旦担 ha r uko. ] く連体ga 格〉
(なんとく言 っ た〉､ は る こ の 夫､ あなたた ちの く所 の〉は る こ)
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[ka:dinu f faga m adar a:n a, 望 旦三_ .] (カ ー デ ィ の 子供 で し ょ ､ あなたは) くja とりたて〉
また ､ [v v a]の @格形式に つ い て ､ 連体､ 連用 ga 格と同様の 文法的意味を実現 して い る
ようだが ､ 主格は いずれも卜ja]に よるとりた て形式と解される｡
く8格(- 属格)〉 [聖望 Od5i: n a:m ai du ｢al,] (あんた のお じ - の 名前もぞある?)
[v v aga od8a m a n a. ヱ望 Od3a m a uJi:1ti:n uba:. 〕
(あなたの お邪魔ね ｡ あなた のお邪魔をして い ると いう こ と)
く 8格(-ja とりたて)〉 [望 S eDtaDka al ki｢ik1
'
. ( あなたは セ ン タ ー に歩 い て いく ?)
[kam at)hat)kega m a三三旦 ikarnaD da r a:n a, aga:ba r aokaロke: .]
(あそ こ - あなたは い か ない で しょ Q ア ガ - 畑 -)
1.1 .3. 3人称
3人称代名詞単数形[kal]は｢本土方言同様遠称 の 指示代名詞が 他称 に転用 された もの+
(名嘉真1 98 7:15 6- 157) であるが ､ 複数形[kalta]が ヒ トをく指示〉す る場合 に しか用い られ ない
こ とか ら､ 指示代名詞[kal]か ら区別され､ 両者は同音形式 と して扱われる ｡ よ っ て ､ 3人
称単数形の 語形 の つ くりかた は指示代名詞[kal〕と同 一 で あるo つ まり ､ 格助辞 ､ とり たて
助辞に よ っ て勝者的に作られ ､ ju 格形式は促音化せず､ [j]の 脱落後融合 し､ 成節的子音
[1]の 開音節化及び長音化 が起 こ る｡ なお ､ トja]に よるとりたて形式で は ､ [j〕は脱落せず
に融合 ･ 長音化(*単音で 現れ る こ ともある) してい ると考えられ る｡ また複数形の[kalta]の語
形も ､ 1人称 ､ 2人称の 複数形と同じく格助辞やと りたて助辞が後接 して作られ､ 係助辞
トja]によ るとりた て形は ､ [j]の脱落後 ､ 語幹末尾音が長母音化す る
単数 [ 辿 m ut tu f faim m u n ukaDIi:.]( あれ がぞ全然太 らない , あん なに) く連用 ga格〉
[室生主ぷ旦 Pa n aJi:llo: Jigd3i baり d3o:bug ge:r ai.] く連体 ga 格〉
( あれ の話して い る こと を信 じても大丈夫だ ろうか)
[v vaga 垣也 de n w a urJi:. (あなたがあれに電話をした ?) くni 格(与=所格)〉
[ja m atu n uf fa m ai m o utJu:gakko: . - , 也 , 垣 虹 go n eDS ei. n a m adu..]
(大和の子供ももう中学校 ? - あれは ､ あれは五年生｡ 今) くja とりた て〉
複数 [hln ukuto: 垣 地 su n a:kaJi:ri.] くuke:格(向格)〉
(こ の ことはあれ達 - くは〉黙 っ て おけ)
[ulu 垣迦 迦 uip王tu n a s u:du a:ri:.] くju 格(*juba 強調形)〉
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(それは あれをば年老い て産ん で い るか ら)
[由 吐 jagati k王:padz王 do‥_ ] ( あれ達はもうすぐ来るはずだ よ) くja とり たて〉
また ､ 3人称単数形[kal]の 8 格形式で は主格(ja に よ ると りた て形式) を表わ して い る
用例の みが観察され た｡
[s o:heija, heibo:m ai 辿 jakubaDke :ku m a ri:1rJa.]
(そう - い は ､ - い 坊もあれ は役場 - 入 っ て い るで し ょ ?)
[ha r ukogadu s‡tal生吐 m ata 1
･
d8i:tal.](はる こ がぞ した (と〉あれは また言 っ て い た)
1.l. 4. 疑問 =不 定称
多良間方言で は ､ 人称代名詞 の疑問称 と不 定称 が区別 されず､ 疑問 -不 定称代名詞と位置
付 けられ る｡ [ta u]は[ta:] また は[to:]とな っ て 現れ る場合が あるが ､ こ の方言で は[t｡:]
と[ta u] との 間に音韻的な対立5が 見られ ､ 両者はイ コ ー ル で結 びうる語形 で あると言 える ｡
よ っ て ､ [ta u(to‥)] と[ta:]の 2形が 現れ て い る こ ととなるが ､ こ れ ら■は 古典語の タ ･ タ レ
と同 じく ､ 後接す る助辞に よ っ て使 い分けが あ るもの と考えられ る ｡
ta u[bagadu aoli: tiDJli:りke: n u :r ati‥n u pa n a s凸:, 地 m ai pa n aJi: f fin n aj｡.I .]
(私がぞそう天 - 上 ろうと の 話を､ 誰 - も話 してくれ るなよ) くロke:格〉
[ulu:ba: v v aロ f fi daka: ba n-ja 地 ga ffi gu m ataga .] くni格〉
(それをばあなた にくれ なけれな私は誰にかくれる ベきか)
[ka r e 辿 迫 ｢n a: .] ( あれ は誰かな) くga とりたて〉
[主星些 吐 mi:ロ. ] (誰もみ ない く*見 て い ない 〉) くm ai とりたて〉
[辿 a ri:. - migaga m aga .] (誰だ から ? - ミガ の 孫) く述語形式〉
to‥ [迦+提 a ri: w a:i.](どなたくで〉か い ら っ しや る) (ga と りた て〉
[i9i些吐 bu r a:datanJli: m udu ri: k‡tal.] くn ai とりたて〉
(誰もい なか っ た か ら戻 っ て きた)
ta: [土山 担ga a nJi: ukl gu m ataga .〕(誰がかそう して おく べ きかく*そう したか〉) く連用 ga格〉
[iaiE am aiDke: ku r eikadd3i‥.] (誰の所 - こ れ は行くだろう) く連体 ga 格〉
1.1. 5. 反射指示
多良間方言で ､ 共通語 の ｢自分 ､ 自身､ お の れ+に対応す る語に は[n a r a] と[du‥]が挙 げら
れ るo いずれ もヒ トを表わす表現 で あり ､ 反 照指示 の 人称代名詞と認 め られ るが ､ [du:]
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の 用例の 中にはそ れと認め られない場合が 多い ｡ そ の 理 由として ､ 反照指示 の 複数を表す
場合ほとん ど[n a r a]に接尾辞 トta]が つ い た[n arata]が現れ る こ と､([du:ta] も現れない わ
けで は ない が ､ [nar ata]に比 べ ると極 めて稀である｡) また[du :〕の属格形式 に ､ n u格 と ga
格の 両方が用い られて い る こ と6が挙げられ る｡ なお い ずれ の語も ､ そ の語形は格助辞 ､ と
りた て助辞が後接 して作られ る｡
n a ra[aJugadu m e m am a: n a r a s王, 望 丑娼旦 n m ekin aja:Dti 王:tal.] く連用 ga 格〉
(だけどもう今は慣らす ､ 自分がもうキナヤ ー に と言 っ た)
[聖些娼旦 OtO:mai ta rama8ke: ki:,]( 自分のお父 さんも多良間 - 来て) く連体 ga 格〉
[tar a m ak r aka r a, oto:ja i k王, n a r a: ku m at]ke: k王:ti.] くja とりたて〉
(多良間か らか ら(*言 い誤りか)､ お 父さんは行 っ て ､ 自分は来たと)
n arat [ulu: 地 退 tu n al ie n u: Ji:r ad d3i:. ] く連体 ga格〉
(それは自分たちの 隣の 家〈の こ と〉何がわかるから)
[fud3iDkaika r a m ai r o:d3igka r amai m ata 幽 些吐 a ri:,] くm ai と りた て〉
(婦人会からも年寄りか らもまた自分たちもだから)
du: [agai ku r e: baga m uts‡ kuku r o: ja n a m u n u n ati:, 也+迫 Ju:ti: s‡taka:, du:n u
ffan ute:I). (ああ ､ こ れ は私が持 つ 心は嫌なもの くだか ら〉ねと ､ 自分が(何か〉しようと したら ､
自分 の子供ばか りくが失敗する ことを嘆い て〉) く連用 ga 格〉
[卓虹盟 u SIga m ati: u m u:tui, tura ni:Dke: n u ri: uk王Ja.] . く連体 ga 格〉
( 自分の牛と思 っ て ､ 虎に へ 乗 っ て お くさ)
[u n u n aifu: p王tuts u m ut tui, 虫三月生 ja:甘ke: m udu ri:,] く連体 n u格〉
(そ の ナイ フ を 1 つ も っ て ､ 自分の 家 - 戻り)
[卓吐血 uin u kata mbi:t ti: m a:ras王talti:.] くja と りたて〉
(自分は上 の 方に座 っ て 回 らせた と)
du:ta[dz王p王n a王n a m u n u, ku m agka ts uka:i: pata r akada:, 迦 也 担 ku r a s王n u n ataJIBibati:,
pata r aki: butalti:. (仕方ない ､ こ こ に使われて働か なければ自分た ちの暮らしがならない
からと ､ 働 い て い たと) く連体 ga 格〉
1. 2. 意味 暮用法
l. 2.l. 1^#
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多良間方言の 1人称単琴形 の[a､ aロ] と[ba､ baD]の使 い分 けは明確で は ない o だが ､ 言
語主体 の意識で は後者の 方が よ り｢ぞん ざい な+表現だと感 じられて お り ､ 待遇差が あるも
の と考えられる ｡ 実際の 会話 でも ､ a 系の方が より多く用 い られて い る｡
[墾 ニ廷 jot)d5u:ku:ti du u m e:ti bul.](私はくあの人 を〉49 く才〉と思 っ て い るく*思 っ て い た〉)
[kuju mi mi:taka:, min utuin u, 朝廷 tロin ujo:, daiaロ Jit ti, n u:gatu al.]
(暦見た らもう､ 巳年 の ､ 私 の年 の よ ､ 大安 し て ､ 何 とか とく書い て 〉ある)
[虹 由 kurlu up tu n utu mur a ubaku:n e:Ji: sl
･
:jo:ni kaりgai sl
･
talgadu,]
(私 は こ の 大殿と村を奪い合いするように考えたが ､ )
[垣 盟 ku m a nbulke:ja bu r adaka n a r aD do: .](私が こ こ に い る間は いな い とだめだ よ)
複数形だ と ､ 両者 の使 い分けはか なり厳密 になる ｡ すなわ ち a 系だと聞き 手を含まない
が ､ ba 系を用 い ると 聞き手 をも含め た表現となる｡ 次 に挙 げる用 例の うち ､ 最後の もの に
はそ の使 い 分けが は っ き り と現れて い るo すなわち､ 先の[盟ユ且旺]はそ の 場 に い ない人物
Aと話 し手 の ことを指 し､ そ の場 の 聞き手は含まれて い ないくe x clu siv e〉｡ だが後 に現れ る
[ 地 ]は ､ 共通語訳にお い て｢+で 示 した ように ､ 話者が 人物 A と過去 に交わ した会話 の
引用で ある ことか ら､ 聞き手まで含めて の 表現で あるこ とが わか るくin clu siv e〉｡
[ 姐 w e:ki datsutu n u1
'
: do ･
･
. ] (うちはウ ェ - キ ダ ツ と いう よ)
[d3u, 虹 o:s a:r a: Ju.] (さあ ､ 私 たちはお手 玉 くを〉しよう)
[ugdo‥kain u, ts una◎i ki, ju:g王 sl
.
ja Dun e: fukeiJi: sl
'
‥ rJa, tJin e mba n a‥ . 也
futa:1 du uip王tu butal. m m e s u m u n a s u: Ji:. 地 futa:1 n a:ti ba r e:tal.]
(運動会の 綱引き ､ 遊戯くを〉するくの〉はもう父兄 でする で し ょ ､ 知念花は ｡ 私 たち の 二 人くは〉年老
い て子供を産んだ｡ もう高齢出産をして ｡ ｢く年寄りは〉私た ちの 二人くだ け〉ね+と笑 っ て)
沖縄本島本部町瀬底方言 でも[?aga:mi]くin clu siv e〉と[w at ta:]くexclu siv e〉とい う 1 人
称複数で の 使 い分 けが現れて い るが7､ 両地域の そ の 用法は全く逆 に なっ て い る ようi羊見え
る｡ こ こで注意しな ければならない の が ､ 現在ほ とん ど用 い られ ない[baDta]に つ い てで あ
る｡ 伊豆 山(19 92)で は ､ [baDta]は[aDta] 同様､ 聴者を含め な い表現くe x clisiv e〉に位置付
けられて い る8｡ 北琉球 ､ 南琉球ともに 1人称代名詞に ba 系 の 語 しか現れ ない こ とを考え
れば ､ 多良間方言で も[ba郎 a]対[be:ta]とい う語形 の違 い に よ る in clu si, e- exclu siv eの
別が あるの も何 ら不思議 では ない ｡ だが ､ こ の方言 の 1人称代名詞 に a 系と ba 系の 対立
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構造が存在す るこ と はなお問題で ある｡ 琉球方言 の a 系 ､ ba(w a) 系の代名詞がそ れぞれ奈
良朝中央語の ア 系と ワ系 に相当す る こ とは多くの 学者に よ っ て指摘されて い る こ とだが9､
ア 系の 語が｢彼我 一 体的 ･自他混沌的+10と言われる ように inclu siv eな表現で あるにも関わ
らず ､ 多良間方言 の[aota]は e x clu sive な表現 なの で あるo こ の 間題に つ い て は ､ 従来説
の再検討か ら､ 他 の宮古諸島方言や八 重山諸 島方言 を始めとす る琉球方言全体 で の 十分な
比較 ･考察をお こ な っ た上 で ､ 結論付 けて い か なけれ ばならない だろう｡
1.2.2. 2人称
こ の方言の 2 人称代名詞は単数形 ､ 複数形とも ､ 目上 ･ 目下に 関係 なく用 い られ る ｡ 一
般言語学的 にみ て人称代名詞 は ､ 1人称( 自称)対 2 人称(他称)が 1対 2 の構造 を取 るこ と
が 多い ､ つ まり ､ 多く の 場合2人称が普通体と敬語体の 2種 に区別され る｡ だが多良間方
言で は これと異なり ､ そ の 人称代名詞は 1対 1 も しく は 2対 1 の構造 を取 っ て い る こ とが
特徴的だと言えるo 英語の tho uの ように ､ 古い 時代 の 多良間方言に敬語体が あb た の か ど
うか を確認する こ とは困難で あるが ､ [uDd8u]､ [uDdsuta] とい う沖縄本 島方言か らの借用
語の 存在か ら､ 多良間方言で 2人称 の敬語体が発達する前に こ れらの語が取り入れられ ､
そ の 結果 こ の 方言自身の それは成立 しえなか っ た こ とが考えられ る｡
[望 Od3i: n a:m aidu ｢al･ ] (あん た の お じい さん の名前もぞある?) く目上 → 目下〉
[ヱ 虹 ja‥m aロke:ja w a:r arm aD. ]( あなたは八重山 - は行かれない ?) く目下 → 目上〉
[n u‥ti:, ha r ukoga bik idum, 望 幽 望 ha r uko.] (目上 - 目下〉
(何とく言 っ た〉､ は る こ の夫 ､ あんたたちの くと ころ の 〉はる こ) く日下 一 目上〉
[ヱ望 迦 n u:tiga wa:ta ri‥. ] (あなたたちは何とお っ しや つ た から(*屋号の こと〉)
1 .2.3. 3人称
貧話 の場 に存在せず ､ 文脈も しくはすで に話題とな っ て い る こ とに よ っ て ､ 話者､ 聴音
ともに特定 しうる ヒ トをく指示〉す るこ とを主な用法とする｡ く現場指示〉の用法に お い て 3
人称 を表わそうとす るときに は ､ 指示代名詞 の[kul](これ)､ [ul](それ)が用 い られるが ､
これ は目下の ヒ トを指示対象とする場合に限られる ｡
[ko‥tJo:s eDS eija uki
･
n a:pi
･
tu ge:r a, 生壁 虹 ](校長先生は沖縄くの〉人で し ょう､ あれは)
[垣望 a SJugadu, n a r ad5o:dz utu u m
■
e:11o‥.]( あれはだ けど､ 自分が上手と思 っ て い るよ)
[hatJi d3u:go: jo. 垣望 tuldui du a ri: .](8 5 く歳〉よ. あれは酉年だから)
- 7l -
1.2.4, 疑問 =不定称
そ の語が指 し示す ヒトが特定されて い ない こ とを表すo また こ のく不定〉の 働きを しなが
ら､ 係助辞 トga] とともに疑問( うたが い ･ た ずね) を表わす ｡
[辿 廷臣 fut tJi: ku:k王ga n a: .] (誰が くれたかな)
[ 迦 担 ka r aJadd5i:ba m m e :. ] (くどうせ〉誰か が借らすか ら､ もうく私が貸 した よ〉)
〔uDJin u mits ugam e: i9iB虫 nuttu ulja geロd3u: jo: .]
(そ の ような道義だけは誰も全くそれは厳重よ)
1. 2.5. 反 射指示
[n a r a]と同 じく共通語 の｢自分+に対応 しなが ら､[du‥]に は反 射指示 の 人称代名詞 に含ま
れない 場合 がある こ とに つ い て述 べ る｡ まず ､ 両者が それぞれ用 い られ て い る表現体(文)
の 性質に注 目す ると､ [n a r a(ta)]が用 い られ るの が発話引用的な表現 の 中が 主で あるの に
対 し､ [du ‥(ta)]は ､ いわ ゆる物語 の 地の 文 ､ つ まり コ トガ ラの 説明的 な表現体 の 中で用 い
られて い る場合が多い こ とがわか る｡
n ara[望 望 ga OtO:m ai tui kaitijo:. ] (自分の お父さんも歳会 っ て よ)
[望 旦gadu タラ マ ニ ヤ ッ ティナイ ノ オ Ju:dzI:ti:. ] (自分がぞく中略〉する つ もりと)
n a rata [u m aoka ko:r u: 七s uffi:, n a r ata u ta s uki: w a:1tal ka 皿ga n a SI ti:,]
(そ こに香炉を作 っ て ､ 自分た ちを助けなさ っ た神加奈志とく拝ん で〉)
du‥ [kur e‥, 辿 kek ko8 S王: gu m ata n upl
･
tunu miba n a u mi:ti ka‥ s ugu m u n o‥ 王dz ad d3i:,
Jiw a s王n ati iki: a ni‥ 王d3i‥ f fil･] (こ れはく*そ の娘は〉自分と結婚する べ き の人 の顔を見
たら､ すぐもの を言うから心配するなと ､ 言 っ て そう言 っ て くれろ)
[(mtabaltuju m e‥) u n u n aifu: p王tuts u m ut tui, 虫 迦 ja‥8ke: m udu ri:,]
(く士原豊見親は〉そ の ナイ フ を1 つ も っ て , 自分 の 家 へ 戻 り)
du:ta 辿 也 迫 n u mi:rit ti:nu tJa w a n-ja a ri, ml･ :gair aJJati:du kaoli: bul.]
( 自分たちが飲ん で い て の 茶碗くは)だか ら ､ 新返 らそうとく*新 しく しようと〉ああして1､る)
上に示 した用例 の 内､ [n a r a(ta)]は全て 表現主体自身を指 し示すも の で は なく ､ 表現者
が 引用的 に用い て い る部分 の 直接的な発話をお こな っ た ヒ ト(発話主体)を指 し示 して い る｡
つ まり ､ 表現主体 が発話主体の｢視点+に自身 の｢視点+を接近させ ､ ｢表現主体 - 発話主体+
と して表現活動 を行 っ て い る とい うこ とで ある ｡ こ れは ､ ｢は じめに+で述 べ た指示 語のく
表現主体を起点と した表現対象との 関係 の概念>を表わす とい う定義に何 ら矛盾 しない ｡
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こ の ように ､ [na r a(ta)〕を人称代名詞 と認 め る こ とに 問題 はな い と思わ れる ｡ [du‥ta]
に つ い ても ､ [n a r a(ta)] と同様の こ とが言えるだ ろう｡ だが ､ [du:]に つ い て は事情が異な
り ､ 上 の用例で は明らか に指示対象 - 発話主体 とは な っ て い な い ｡ こ の こ とは次の 2 つ の
例文を比較す ると明らか である｡ まず前者は表現主体が自身の 意識 に つ い て述 べ た表現で
あり ､ 指示対象 - 表現主体とい う関係 が成り立 っ ｡ 後者は表現主体が 聞き手に対 して行動
を要請 して い る表現 で ､ よ っ て[血 :]の指 示対象は表現主体で はな い ｡ こ の 用例 にお い て
[du‥]を[n a r a]に置き換 える ことはで きず ､ つ まり ､ [n a r a]が 常に表現主体が表現主体自身
を表現対象 と捉 えて ､ そ の 関係 を｢自分+という概念で 表わ して い る語で あるの に対 して ､
[du:]は必ず しもそ うで は ない と言う ことができ る｡
[些 旦ga m u n u:ba 旦重工弧 S1
･
m .] (自分のもの は自分でするよ)
[du:n u m unu:ba du: i: katadz ukir u.] (自分のもの をば自分で片付けろ)
以上 の ことか ら､ [du:] を人称代名詞 と捉えるこ とには 正 直た め らい が ある｡ だが ､ 複数
形[du‥ta]が人称代名言司と して認 められ得る こと､ また次の 例文の ように ､ [｡ a r ata]にもそ
の 指示対象が表現主体と重ならない 用例が観察されたこ とか ら､ ()付きで はあるが ､[du :]
を人称代名詞と認 めるもの とする o 今後は ､ 表現体(テ キ ス ト)の 性質の 違い をも含めた考
察を踏まえて ､ よ り明確 に両者の 差異 を明らか に して いく必要が あるだ ろう｡
[ts uodara:Jati: 地 担 kuga ni daiJi: dab iu Ji:,]
(可哀想にと自分たちの黄金代で葬式をして)
1
.3. 人称代名詞の体系
こ こま でに行 っ てきた人称代名詞に つ い て の 記述 ･ 考察を踏まえ､ 1人称複数形に見
られ る聴音を含むか否 か の 区別 を中心 に ､ そ の 体系を表 1 に 示す ｡ なお 1人称単数に 掛
疎の別 を与 えたの は ､ 筆者自身が調査時に感 じた言語主体の意識 ､ つ まり a 系は 丁寧な表
現で ありba 系は ぞん ざい とな るとい うこ とからの 暫定的なもの で ある｡ またそ の複数形 で
のくin･ 〉対くe x. 〉の対立にも拠 っ て い る｡
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数 人称 1人称 2 人称 3人称 疑問 =不定称 反射指示
単数 ■
T
疎 a/ aD V V a kal ta u n a r a
(du:)親 ba/ bag
複数E
1
〈e x. 〉 aota(/baota) V vata kalta n a r ata
L(du:ta)くin. 〉 be
.
'
ta
[表 1 多良間方言の 人称代名詞 の体系]
2. 指示代名詞
2.1. 表現形式
こ の方言の 指示代名詞(基本形)に は次 の ような形が 現れ る｡
指示 対義 称 近称 中称 遠称 不 定称
人 ･ 物事 kul■ ul kal i diくロdi )
場所 ･方向 ku m a u m a ka m a idaくロda〉
不定称を除く称格は ､ 慣例に したが っ て｢近称 ･ 中称 ･ 遠称+とい う術語を用 い て い る｡ 音韻
的に[kul･ku m a]は｢これ ･ こ こ+､ [uト u m a]は｢そ れ ･ そ こ+､ [kal･ka m a]は古代語の い わゆる
遠称の代名詞｢彼(カ)+､ つ まり現代共通語 の｢あれ ･ あそ こ+に対応 して お り ､ 共通語同様 3
形式､ また古代語 の｢い づれ ･ い づく(こ)+に対応 して い るだろ う[i di･ i da]の 不 定称を合わ
せ て 4形式現れ るo こ の うち遠称の 指示 代名詞[kal]は ､ 3人称 を表 わす人称代名詞[kal]
と同音形式 で ある｡ (*上表 のく〉は不 定称それ ぞれ の 変種で ある)
2
.1.1 . 近称
[kul] と[ku m a]の いずれも ､そ の語形は格助辞 ､ とりた て助辞 に よ っ て勝者的に作られ る｡
[kul]はju 格形式で は[j〕の 脱落 ･ 融合現象に よ っ て ､ 成節的 子音[1]の 開音節化並びに[u]
母音の 長音化が起こ るo また係助辞 トja]に よ るとりたて形式で ､ [ku m a]は普通名詞 の場合
と同様 の[j]の脱落 ･ 融合現象(長母音化)が 見られ るが ､ 〔kul]は促音化11せず[ku r e:] とな
るo こ の語形 の成立 に つ い て ､ 係助辞 トja]の[j]の 脱落が 生 じず､ [ku卜ja]>[ku rja]>
[ku ria]>[ku r e:〕の ように変化 したもの と思われ る｡
kuI [皇吐担du ki‥ mi m addsi: bulba, 辿血du Ju‥dzⅠ‥ .] く連用 ga格/ ni格〉
(これがぞ木も混じ っ て い るから､ こ れ にぞ しよう)
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[ 虹 da 皿 V Vaga □gitika: mi∫im: ･](これ をさえ君が抜い た らく娘を〉見せよう) くju 格〉
[a‥ 虹 iJugi‥ tuiju ugam adaka‥ n a r aD. ] くja とりた て〉
(ああこれは急い で 干支を拝まなけれ ばならない)
ku m a[垣堅弧 n‥n atullu abiri‥ mi:ti‥ wa:1ta ri:,] くni格〉
(こ こに皆鶏を呼ん でみ ろとお っ しや つ て)
[ 軸 垣 wa‥ri pa n a s王ga m a uba Juda: ･] (こ こ へ い ら っ しや つ て話をしたら) くN ke:格〉
[虫望墜L, m a s u‥gu sl
･
tui
, m a s s u:gu sl
･
tuiJi:i rfa, m uko‥n e ‥D gutu n u.]
(こ こ は ､ ま っ すぐし て ､ ま っ すぐして して い る で し ょ ､ 向か い 合わ ない で) くja と りたて〉
また[kul]の 8 格形式に? い て ､ 名詞述語 ､ 主格(ja に よる とり たて 形式)､ 対格 の 文法
的意味を実現 して い る用例が 見られ る｡
く臥格(- 名詞述語形)〉 [aり tJa‥ 生吐 a r a抑 i‥ hja‥･ ] (私のお茶 これじや な い で しょう)
く8格(- ja とりたて)〉 [立並 ir abu ge‥r ai.](これ はイ ラブチで し ょう ?)
くβ格(- 対格)〉 [垂虫 n a r a‥dz王‥tu u m u: .] (これを習おうと思う)
2.1. 2. 中称
[ul] と[um a]も､ [kul]と[kum a]と同様 ､ その 語形は格助辞 ､ とりたて助辞が代名詞(基本
形)に後接 して作 られ ､ [ul]の ju 格形式で はやは り ､ [j]の 脱落 ･ 融合現象に よ っ て成節的
子音[1]の 開音節化並び に[u] 母音の長音化が 起き ､係助辞 トja]に よるとりた て形式では促
音化せず[u r e:] となるo こ の 両形式に つ い て ､ 対格形[ulu:]が とりたて形[u r e:コと同様 の
文法的意味を実現 して い る用例が現れて い る が ､ これ はju 格 の 強調形トjuba] 形が 対格 の.
意味を薄れ させ ､ トja]によ るとりたて形式的に用い られる こ とか らの 転用で あろ う｡
uJ[m m e 由旦虫 s eDkjo Ja:mi:ti Ⅰd3i:ti･] (もうそれが選挙だろうと言 っ たと) く連用 ga格〉
[u s uke‥ fukur u alga 地 ･](たくさん袋くが>あるけどそ れには) くgka格(･ja とりたて)〉
[aDti 吐 n u‥ti l
･
:tal
, ha r ukoga tJo‥n an n u m u n o: .] くju 格〉
(それでそれを何と言 っ た ､ は る こ の 長男の ものく鴫 前〉を)
■[tJa: a ri ba d5o:to:, 虫虹 tJa･] くju 格 -ja とりたて〉 *転用
(お茶が あるか ら い い よ､ そ れ はお茶)
[kajotJaD gardu ke:ti bul･ 望 生 u m aka:s王.] くja とりたて〉
(かよちゃ んがぞ買 っ て い るo そ れ はお い しいお菓子)
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u m a [k口n ロ mits臼: m a s u:gu w a‥1taka ･
･
, jakuba: 些 丑 al.] くni格〉
(こ の道をま っ す ぐ行かれた ら ､ 役場はそ こ にある)
[m ata 吐 tJibigafu:ti:n u paln u n a‥ju ts uki: w a:1talti:n u pan a s王n u al.]
(またそ こ はチ ビガ フ - と の畑 の名 をつ けなさ っ たと の話がある) くja とりた て〉
芦･l･3･ 遠称
[kal]が 3人称を表わす人称代名詞[kal]と同音形式で ある こ とは述 べ た とお りで あり ､
両者の 語形 の つ くり かたは 同 一 で あるo 場所をく指示>す る[ka m a] も､ そ の 語形は格助辞､
とりた て助辞に よ っ て勝者的に作られ るo
ka[ [n u:m aiJuo, 垣 由 u ritaka: at tJa da: .] く連用 ga 格〉
(何もしない ､ あれが下 り ても暑 い よ)
[ 地 mi‥gka bake: uir a ri: bul･ ] (あれ の 中に分けて植 え られて い る) く連体 ga 格〉
[垣塑丑 Jlju :iD Ji‥riti slni:rki:ti.] くni格〉
( あそ こ に入院 して い て 死んで来たと (*促 し｢死ん で , 多良間に来た+と いう意味では なく ､ ｢そ
こ で 死ん で しま っ た+ぐらい の ニ ュ ア ン ス に思われる))
[,v aga Jo‥d8o:ju. its u n um u n u a ri ka r e‥ .] 〈ja とりたて〉
( あなたの 賞状を｡ い っ の もの ですかあれ は)
ka m a[e: 垣聖車 型 kaidz o: ∫it ti‥･] (ええ､ あそ こを改造 して) くju 格(gka 格 と の複合)〉
[ 奴 ta‥ga ja: ･〕 ( あそ こ は誰の 家?) くja とり たて〉
2.l
.4. 不重称
不定称の 指示代名詞 も､ そ の 他の 指示 代名詞 同様そ の 語形 は格助辞 ､ とりた て助辞に よ
つ て勝者的に作 られ ､ 疑問文で は さらに係助辞[ga] を伴 っ て現れ る こ とが 多い . また ､ く
不定〉の場所をく指示>す る[ida]が連体修飾語 にな るときは主に n u格形式が現れ るが ､ ｢ど
こ の 家+と言うときは 8格形式が用 い られ るo これは屋号を尋ねる表現となり､ 多良間島で
は屋号が常に[ka l･ dija:] (カ ー デ ィ 家)の ように - 語的に表わされる ことに よ るもの で ある o
idiくロdi〉[kultu kultu 幽 艶 m a:s uga･] (これ と これとどれが良い か) く連用 ga 格〉
[iiiAai n udzI
L
m m u n u‥ fa:da‥ ･] (どれ でも好きなもの を食 べ なさい) くm ai とりた て〉
idaくDda) [bataga a n n a地 軸 ･](私たちの お母さんは どこ へ か) くDke:格〉
[ha r ukoga kjo‥dain u m uku m ai bulti:I - iAAijl.] 〈ni 格〉
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(は る こ の 姉妹の婿もい ると - ど こ に ?)
[aga:i 由廻Ai a ni:ti. ] (あ ら､ ど こもそう っ て) くm ai とりたて〉
[ku n ufu n u:juba: 昆虫型 m at tJaka r aga ka uta:1. ] (連体 n u格〉
(こ の蜜柑は ど こ の 店か ら買 っ たか ?)
[oba:ja 辿 ja:n u oba:ga a ri:w a:1.] く8格(≒ 属格)〉
(おば - は ど こくの〉家 のおば あさん で い ら っ しや い ますか)
2.2. 意 味 ･用法12
共通語の ､ い わ ゆる コ ソア に対応する[kul･ ku m a]､[ul･ u m a]､[kal･kam a]の 意味･用法 を､
そ の指示対象ごとに記述 して いく ｡
2.2.1 . モノゴト
A･ 現場指示 - 対話者が共 に知覚 しうる モ ノ を､ 時に身体動作を伴 っ て指 し示す
[皇吐 ir afuts王tu Jita r atJibi:. ](これ はイラブチ と したらちび)
[生些望 a r a n n atu u m u: jo.] (これは じや ない かなく*違う〉と思う よ)
[tJa: a riba d5o:to:, 虫虹 tJa. - e:, 些旦 tJa: .]
(お茶あるからい い よ､ そ れ はお茶 - え え ､ そ れ はお茶)
[agai m o: 由 jamJugatu n a‥ .](ああもう土iLが痛む からな ( 噌 者自身の膝 を指 して い る〉)
[n u:m aiJuロ, 辿 担 uritaka: at tJada:. ](何もしない ､ あれが下りた ら暑い よ),
B･ 知覚指示 - 他 に実体を示す こ となく ､ 話 し手が知覚 して い るモ ノ ゴ トを指 し示す..
[oda 吐 ･](どこ ?それ は (*曲に合わせ て 歌 っ て い る時に歌詞の ど こかわか らなくな っ た))
C･ 観念指示 - 文脈に よらず ､ 話 し手 の観念中の モ ノ ゴ トを指 し示 す
[垣ipadzl
'
:tu u m e: s王da rr u, (*sl
･
du aL)]
(あれはずと思 っ てくそう)した ? (*聴音が ズボン をはきかね て い るの を見て〉)
[垣 望 uip王tunu futo ri:w a:1tak占: da me do. 〕(あれは ､ 老人が太りなさ っ たらだめよ)
[n u:ti 互生堕 padz王m al 王:talga n a:.](何と ､ あれは始まりは言 っ たかな)
D･ 文脈指示 - 対話に お い て前出 した モ ノ ゴ トを指 し示す
[daidz王 辿 m m e m a:uti.] (大変これ は ､ もう本当に)
[o:, 迦 王d5i:kudd3a: : m m e: 也 .] (は い ､ それも入れて来よう - もうそれ をも)
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[垣望 , Oba s aDtatJitu 才ite i ki･ gu m ata ･] (あれ は ､ お ばさん達と してく* - 緒 に〉行く べ き)
2.2.2. ヒト
A･ 現場指示 - 対話者が共 に知覚 しうる具体人物 を､ 時 に身体動作 を伴 っ て指 し示す
[ 虹 n ubaJi:ga ◎i kaki dzl･ :ga,] (これをどの ように引 っ 掛けようかく*だ まそうか))
辿 m ata kud3i n alti: ja‥oke‥ti‥ ikadz1･: ･] (それま た 9 時になると家 - 行く で し ょう)
[agai, 吐 n u:tiga Ⅰ‥tal, o:gida ni a r aD. ]
(ああそれは ､ 何 と言 っ た ､ オ ー ギ 種 じや ない く*オ ー ギ 家 の血筋に多い顔付きで はない 〉)
B･ 知覚指示 - ･ 会話の 場に は い ない が ､ 話者 が知覚 して い る具体人物を指 し示す
[坦芝 n u S‡tal s ugu n a m aba りd3i‥ kl
･
‥tin u s王ba: .] く* n o n ologu e〉
(それは何をしたすぐ今出て来ると いう こ となの に)
C･ 文脈指示 - 対話にお い て前出 した 具体人物(目 下 に限 る) を指し示 す
[ta=ga m aiBke: 辿望 ikadd3i:. ] (誰の所 - 阜丸く*そ い つ 〉は行くだろう)
[ulmai u r e: n n aJitJi d3iga m ekロ‥du s王ba,.i
:jo:. ]～ ～
(そ れも､ そ れは ､ 7 時ま で は来ようくと〉するか ら ､ い い よ)
[辿 拠 垣 uip王tu n as u:du a‥ri:･ ](そ れは あれ をば年老 い て産ん で い るか ら)
2.2.3. 場所
A･ 現場指示 - 対話者が共 に知覚 しうる具体的な場所 を､ 時に 身体動作を伴 っ て指 し示す
[ta:gaga 垣些氾 r akugakiu Ji: ukl･ n a･] (誰かが こ こ に落書きを して おくね)
[ulu: 些 旦蛙星型 dzln aロ .](それ はそ こ の次男)
[e:, 些 biニtui fa:n rn a.] (ええ､ 三三に座 っ て食 べ ない ね ?)
〔a n-ja 生些 墾 bur ad d3i v v a垣聖 地 iki･ ](私は こ こに い るか らあん たはあそ こ - 行け)
B･ 知覚指示 - ･他に実体を示す ことなく ､ 話 し手が 知覚 して い る具 体的 な場所 を指 し示す
[皇些 犯 bu rijo, am m ai kuddsi‥.](阜主にい て よ､ わ た しも行くから) く* ｡ n lin ｡〉
[a m mai 望望 由 ikadd3iba, 些 聖 bu ri jo:･ ] (私もそ こ - 行くか ら､ そ こ に い なさい よ)
C･ 観念指示 - 文脈 に よらず､ 話 し手 の観念中の 場所を指 し示す
〔u r e:, 麺 姐, S eDtagke: ka eritti:du,] (それは ､ こ こ に ､ セ ン タ ー ヘ 帰 っ て)
[m:n agakko:ja 皇些 丑 Ddi: ukl
･
sI Ia:mi: ･] (皆学校は こ こ にく*で〉出 てお かすで し ょう)
[ 蜘 ga m a va‥ ika m aD dar a‥n a, n:, aga:ba r aoke‥ .]
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(あそ こ - あなたは いか ない で し ょう､ ん ､ ア ガ - 畑 -)
D. 文脈指示 - 対話 にお い て前出 した場所を指 し示す
[望 由 bakam u n u m m e n u ub n a:ri: butui,] (そ こ には若者の たくさんが集ま っ て い て)
[垣塑 ge:r ai, a ｢r aD .] (あそ こ で し ょう､ 違う ?)
[垣堅 ha r ukoJiDJi:ga ja: padzi･ . ] (あそ こ ははる こ先生の家はずく*だろう〉)
2.3. 指示 代名詞 の体系
〈モ ノ ゴ ト〉を指示対象とする場合 に つ
.
いて ､観念指示 の 用法 は遠称[kal]に の み 見られ る｡
だが ､ 指示対象がく場所〉で ある場合 には ､ [ka m a] だけで は なく[ku m a] も現れて い る o それ
は これらの[ku m a〕が指し示 して い るく場所〉が ､ ｢家の 中+等会話の 場と して の 小さな空間を
指 し示 して い るの では なく ､ ｢多良間島+という より上位の 空間を指示対象と して い る こと
に よると言える｡ また現場指示 の 用法で ､ くヒ ト〉を指示 対象とする場合を除 い て ､ [ul･ u m a]
が[kul･ ku m a]と混同 して い る用例が現れて い るが ､ この 逆の 混同がく場所〉を指し示 す場合
の 知覚指示 の用法に も見られ る ｡ (*対象用例には標準語駅に傍点部が付して ある｡) つ まり ､ 多良
間方言 の指示代名詞 は ､ 共通語と同様 3形式現れる にも関わらず ､ [ku - ･ u -] 対[ka -](*以
下それぞれ k占系､ u 系､ ka 系 と称するo) の 2 項対立構造で ある こ とが わか るo
こ の ようなku 系と u 系 ､ つ ま り共通語 の コ 系と ソ系 に対応す る語の 混同は琉球方言全体
に広く見られ る現象で あるが ､■また多良間方言で は場所 をく指示〉す る[kum a]と[u m a]に関わ
つ て ､ [k王‥](来る)と[i k‡](行く) も区別なく用 い られ る こ とが ある(2 ･ 2 ･ 3 . B
_
那)｡ よ っ
て ､ 共通語 にお い て は かなり強固な｢こ こ 一 束る+｢そこ 一 行く+と い う連動 - 共起関係も緩
く ､ ｢こ こ 一 行く+｢そ こ 一 束 る+の ような表現も許容され る ようで ある｡ だが ､ 自然談話 に
お い て はや はり｢こ こ 一 束 る+｢そ こ 一 行く+の 出現割合が高く ､規範意識 と して残 っ て い る｡
ま た こ の 方言 の指示代名詞に は ､ ku 系 ､ u 系 ､ka 系とは系統 を異にする詰も現れて い る｡
[廻垂些旦Ju:ga m apuk王kiuba s王: .] (そ こ から野草を引きをぱす るく*採 る〉)
[Ai mi: n n a:, n u:ti I:tat, ha r uko:, 吐 垣 mida s s aロ ーjati:.〕
(それくを〉見 て ､ 何 と言 っ た ､ は る こ はそれをばく*そ の 歌を〉まだ知らない よとく言 っ て い た〉)
[Jite, 虫血 n u:ti: s s a｢iロ.](して ､ あれは何とわからない ?(*壁上方にある飾りを指 して〉)
これ ら[al]､ [a m a]か ら抽出される[a-](以下 a系と称する)の意味･ 用法 臥 u 系か らka 系に
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わ た っ て い る ようで あるo こ の a 系は指 示副詞 に多く現れ て い る｡
以上 の 記述 ･ 考察を踏まえ ､ 指示 代名詞 の体系を表 2 に示 す｡ 破線部は使用 に混同が
見られる ことを表わすo a 系 の語 に つ い て , ku 系 と u 系に対 立が 見られず ､ また a 系 の意
味 ･ 用法が ka 系に まで及ん で い る こ とか ら､ 別段に配置 し, 超称格的 に扱 っ て い る ｡
指示 称象
称 近称 中称 遠称 不定称
ヒ ト･
モ ノ ゴ ト
kul ul kal idi くロdi )
al
場所 ･ 方 向 kum a u m a ka m a i daくDda〉
a m a
[表2 多良間方言の 指示代名詞 の体系]
おわりに - r指示語+13の視点から -
こ こまでお こな っ てきた - 連 の作業か ら､ 多良間方言 の代名 詞は人称 ､ 指示 の いずれに
も｢二項対立+が ある ことを明らか に した ｡ すなわ ち､ 1人称代名詞 のく親 ･ 疎〉ある い はくin
‾
clu siv e〉とくe x cluisiv e〉
､ また指示 代名詞 の｢ku･ u 対ka+の対 立で ある｡ 特 に後者の い わ
ゆる｢コ ソ ア+にみ られ る 二 項対立構造は ､ 本稿で はと り あげて いな い そ の 他 の｢指示語+､
指示副詞 ､ 指示連体詞 に つ いて も同様で あるo では そ の対 立 の 基準は何 かと い うと ､ 表現
主体が個人的に指示対象 に対 して抱 い て い る｢距離観+､ 即 ち｢心 理的距離意識+によ るもの
で ある と考える1 4B (この ｢距 軌 と い う語は決 して物 理的なそ れ の み を表わ すの で は なく ､
敬遠 したい 人物 に対 して｢距離をおく+､ とい う表現もある ことか ら､ む しろ 主体が 心理 的
に抱 いて い る距離感(親疎感)が先 にある の で は なか ろうか o) 例 えば次に 示す例文は聞き手
の膝が赤く なっ て い る理由を尋ね て い る表現だが ､ [u n u] や[止 e] な どu 系 の語 で はなく ､
[ka n u]･[ka r e] とい っ たka 系の 語が用 い られて い るo 上に述 べ た基準に よ ると ､ これは ､
話 し手が相手 の怪我の こ とを知らなか っ たた め ､それ を｢離れ た+こ とが らと捉 えて ka 系の
語 を用 い た ､ とい う説明が 可能だろうo こ の 二項対立 の 基準 は 1人称代名詞 におい て も同
様で あると考えられ るo今回は表現形式及 びそ の基本的な意味 ･ 用法 の 記述考察を中心 に行
つ た が ､ 今後は｢言語外現実+(テ キ ス ト性 ､ 表現主体 と指示対象 の 関係性 ､ 発話状況等)の
把握 か ら､ ｢心理的距離+と選択され る表現形式との 関係性 の 明確化が望まれ る｡
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[te, 垣堅 S王ta n ukata 垣望 n u:u, m a r urbi: ･] (で ､ 皇聖下の方皇塾は何を､ 転ん だ ?)
注
1 多良間島は ､ 琉球諸島の中の沖縄本島(群島)と八重山諸島の 間にある､ 宮古諸島と呼ばれる 8 つ の 島 の
1 つ であるo 普通､ こ の 宮古諸島で使用され て い る言語を｢宮古方言+と総称する｡ 多良間方言は宮古
方言の 下位に位置付け られ , 多良間島の伸筋と塩川及 び水納島で話され て い る言語を指 して い たが ,
現在水納島は 一 世帯が生活 して い るの み で ある こ とから ､ 今は主に塩川と伸筋の 2字を指 し示すよう
にな っ て い ると解され る｡ 伸筋と塩川 では語嚢 レ ベ ル で の音韻的な対立 が見られ るが(注4参照)､ 混
同も多く ､ ま た文法体系にお い てほとん ど差異が見 られ なか っ た｡ よ っ て今回は ､ 便宜的に両者を区
別する ことなく ､ ｢多良間方言+と して総括的に扱 っ て い るo だ が当然i r多良間方言+内の塩川と伸筋
の扱い に つ い て は ､ さ らなる考察が当然求められ る○ 文法体系にお い て も､ 今後さらに研究が進めら
れ て いく中で ､ そ の細部に対立 の現れ る可能性はまだ否定できない o
2 本稿は ､ 筆者 の 2 0 02年度千葉大学大学院修士論文の 一 部を､ 補筆 ･ 改訂 したもの であるo 本文中で扱う
用例は全て ､ 以 下に示す主なイ ン フ ォ ー マ ン トに よるもの 及び ､ 明治か ら昭和初期の 出生者をイ ン フ ォ
ー マ ン トと し､ 1 9 77年か ら 1 978年 にか けて宮古民話の会に よ っ て採集され た民話を集めた 『多良間村
の 民話』(多良間村19 8 1*仮名書き)より ､ そ の 昔価の推定が 可能なもの に限 っ て用 い て い る｡ 本稿 で
はテ キ ス ト性を問題と しない ため ､ 両者を特に区別 して示 すことは して い ない ｡
(故)下地竹 (大正 1 0年生) 字塩川 - 伸筋 一 沖縄本島 (2 00 2年 5月逝去)
清村 シゲ (大正 3年生) 字塩川
親里カ マ (大正 4年生) 字塩川
本村 ヨ シ (大正 13年生) 字塩川
渡久山春好 (大正 10年生) 字塩川
花城朝秀 ( 大正 15年生) 字伸筋 - 沖縄本島
調査方法は自然傍受法を主と し､ 必要に応 じて面接法を行 っ た ｡ 調査実施時期は 19 99年 8 月 - 200 0
年 10 月 ､ 2 0 01年 8月 - 20 0 2年 2月 の 2 回 で ある｡ なお ､ 下地 一 男(昭和1 7年生 ､ 字伸筋 - 沖縄本島)
か らも､ 細か い点に つ い て の ア ドバ イ ス を頂い て い るo
3 名嘉間(19 87) も､ 宮古方言で は敬語の｢あなた+に相当する語がなく ､ これ らが沖縄本島方言の 借用で あ
る こ とを注記して い る｡
4
こ の ウラは｢お の れ+の絡､ ｢お れ+がさらに転じたもの で ､ 本来 1人称を表わ して い た( 『新版 角川古語
辞典』19 83より) もの が 2人称に転用されたと考えられ るo 西 日本本土方言で も､ ｢お の れ+は 2 人称を
表わ して お り､ 同様 の現象が見 られる o
5
多良間島は塩川と伸筋の 2 つ の字に分かれ ､ 両地域で は｢蛇+は[pa u]く伸筋〉と[po:]く塩川〉､ ｢棒+は[ba u]
く伸筋〉と[bo‥]く塩川〉と い うように ､ 語東 レ ベ ル で の[a u〕と【o‥]の 対立がみ られる｡ これは疑問- 不定称
代名詞〔tau〕に関して も同様で ､ や はり[ta u]と[to ‥〕の 2形が現れ る｡ だ が塩川出身の イ ン フ オ. - マ ン
トで も[to‥]で はなく〔ta u]を用 い る場合が多く観察され る こ とから､ こ の代名詞で は上 の 対立が嘆昧と
なり ､ もはや積極的には関わ っ て い ない と言える｡
6 格助辞[ga]､ [n u] 共に連用 = 連体格で あるが ､ い ずれの 用法にお い て も､ 両者には厳密な使い分けが見
られる ｡ すなわち､ 連体 ga 格は ヒ ト固有名詞､ 代名詞(く場所〉は両形式取り得る)､ また数詞に後接 し､
連体 n u格は普通名詞 一 般に後接 して現れるo こ こ で問題となる の は[du:]が いずれの格形式も取り得
るこ とで あり､ こ の 点にお い ても､ 人称代名詞と して認められない[du:〕の存在は指摘され る｡
内聞(1984)､ (1 99 0) 参照｡ また､ 奄美喜界島方言で は ､ ｢w aNn a aは e x clusiv e､ w a a c
,
a は in clu siv e
にあた る+と い う(松本1 987 ‥1 1 5)｡ 接辞 で 両者を区別 して い るわけである｡ また ､ 多良間島方言以外
の宮古諸島方言に つ い て ､ 自称 ･ 複数は 1形式 しか現れず(名寡聞1 98 7)､ 文脈によ っ て 両者を区別 して
い るようで ある｡
本稿で資料と して用 い て い る 『多良間村の民話』(注2参照)の 用例でも､ r私達+くin clusiv e〉を表わす
の には全て/be‥ta/が用 い られ て い る ようであるo /baNta/は他に平山(1 98 3)､ 野原(19 8 7)､ 名嘉間
(19 8 7)､ 内聞(19 84)等で報告されて い るが ､ in clu siv e - e x s clu siv eの 別は ほとん ど明記され て い ない ｡
なお 野原(1 98 7)で は､ /baNta/がくin cluciv e〉な表現である可能性が唆昧にだが示唆されて い るo
中本(19 7 8) 等､ 参照｡
内間(1 98 4)よりo 著者は奈良朝中央語の ア 系は｢彼我 一 体的 ･ 自他混沌的+､ ワ 系は｢彼我対立的 ･ 自他弁
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9
10
別的+で あると いう
∫見解を示 し て い る｡
11 指示代名詞 を除く(基本形の)末尾音が[1]である語 の係助辞[ja]に よる とりた て 形式で は ､ [tulla](鶏
は)､ [akal la](蟻は)､ [∫i:tal la〕(した の は)の ように促音化 して現れ る ｡
12 指示代名詞の 用法整理 に 臥 堀 口(19 90) を参考 した｡
13 ｢指示語+には ､ 人称代名詞及 び指示代名詞､ また い わゆる指示副詞 ､ 指 示連体詞が含まれ る｡ 宮地(1 96 4)､高橋太郎(1 99 0) など で は ､ 指 示語を い わ ゆるrコ ソ ア ド+､ すなわち人称代 朗司を除く 3種をそれ に位置付けて い るが ､ 柏谷(19 84)で論 じられ て い るく指示〉の機能は人称代名詞も有するもの である｡ よ っ
て 上記修士論文(注2参照)で は ､ 上記 の 4種 を指示語と認めて い る｡
14 内聞(19 84､ 19 90)で も｢心的領域+という表現 で同様の説明がなされ て い るが ､ 多良間方言に関して述べ るならば､ ｢領 軌 とよりはむ しろ ､ ｢距離+と称する方が適切で あるように思わ れ る｡ なぜなら こ の
二項対立は 3形式 によ っ て なされ てお り ､ ku 系と u 系 の 語 には共通語 の コ ･ ソ に 見 られ る物理的な｢距軌 に よる使い分けも 一 応成され て い るか ら である ｡ (こ れ らが いわ ゆる riE 称+､ ｢中称+の ように称され るの は こ の点に焦点をおく からであり ､ 決 して 適切とは言えないが ､ 全く の 的外れ で あるとも言えない o) ｢領域+のく内>とく外〉と い う捉え方で は ､ こ れら 二系 の語 の 対立 を含 めて の解釈は なかなか困難なこ と の ように思われる｡
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